空 を 劃して 居る 之 を 物と いひ、 時に 沿うて 起る 之 

を 事と いふ、 事物 を 離れて 心なく、 心 を 離れて 事物な 

なま 

し、 故に 事物の 変遷 推移 を 名 づけて 人生と いふ、 猶 

きんしん ぎう び ばてい きりん 

麕身牛 尾 馬蹄の もの を捉 へて 麟と いふが 如し、 かく 

定義 を 下せば、 頗る 六つ かし けれど、 是を 平仮名に て 

翻訳 すれば、 先づ 地震、 雷、 火事、 爺の 怖き を 悟り、 

砂糖と 塩の 区別 を 知り、 恋の 重荷 義理の 柵 杯い ふ 意 

味 を 合点し、 順逆の 二 境 を 踏み、 禍福の 二 門 をく、 V る 

いひ た ゾ さう ほうひ やくたん 

の 謂に 過ぎず、 伹其 謂に 過ぎず と 観ずれば、 遭 逢 百 端 

千差万別、 十 人に 十 人の 生活 あり、 百 人に 百 人の 生活 

またお の/ \ 

あり、 千 百万 人 亦 各 千 百万 人の 生涯 を 有す、 故に 無 



事なる もの は 午砲 を 聞きて 昼飯 を 食 ひ、 忙しき もの は 

こうせき あた、 ぼくとつ けん 

孔席 暖かなら ず、 墨突黔 せず とも 云 ひ、 変化の 多き は 

さ い をう しんにう 

塞 翁の 馬に 、J を かけた るが 如く、 不平なる は 放 たれ 

たく はん ひしゅ ふところ しん 

て 沢 畔に吟 じ、 壮烈なる は 匕首 を 懐 にして 不測の 秦 

わらび つな 

に 入り、 頑固なる は 首 陽 山の 薇 に 余命 を繫 ぎ、 世 を 茶 

ひげ ひね づ ぶと 

にした る は 竹林に 髯を拈 り、 図太き は 南 禅寺の 山門に 

おそ 

昼寝して 王法 を懼れ ず、 一 々数へ 来れば 日 も 亦 足らず、 

のみならず よ 

中々 錯雑な ものな リ、 加 之 個人の 一行 一為、 各 其 由る 

所 を 異にし、 其 及ぼす 所 を 同じう せず、 人 を 殺す は 一 

や、， ま 

なれ ども、 毒 を 盛る は 刃 を 加 ふると 等しから ず、 故意 

なる は 不慮の 出来事と 云 ふ を 得ず、 時には 間接と もな 



り、 或は 又 直接と もなる、 之 を 分類す る だに 相応の 手 

ま 

数 はか、 るべ し、 況して 国に 言語の 相違 ぁリ、 人に 上 

下の 区別 ありて、 同一 の 事物 も 種々 の 記号 を 有して、 

ごじん れ うらん ます/ 

吾人の 面目 を燎爛 せんとす る こそ 益 面倒 なれ、 比較 

かしこ ほうぎょ ひっぷ 

する だに 畏 けれど、 万乗に は 之 を 崩御と いひ、 匹夫に 

は 之 を 「クタ バル」 とい ひ、 鳥に は 落ちる とい ひ、 魚 

に は 上がる とい ひて、 而も 死 は 即ち 一 なる が 如し、 若 

しゅぶんる せき いそ 

し 人生 をと つて 銖分 縷析 する を 得ば、 天上の 星と 磯の 

まさご 

真砂の 数 も 容易に 計算し 得べ し 

小説 は此 錯雑なる 人生の 一 側面 を 写す ものな り、 一 

なほ かつ しん 

側面 猶且 単純なら ず、 去れ ども 写して 神に 入る とき は、 



ども 人生 は 心理的 解剖 を 以て 終結す る ものに あらず、 

お ま 

又 直覚 を 以て 観 破し 了すべき にあらず、 われ は 人生に 

於て 是等 以外に 一 種 不可思議の もの あるべき を 信ず、 

ぎ 謂 不可思議と は 「カツ スル、 オフ、 オトラント—」 

おひ か 

の 中の 出来事に あらず、 「タム ォ ー シャン タ ー」 を追懸 

あら 

けたる 妖怪に あらず、 「マクベス」 の 眼前に 見 はる、 幽 

霊に あらず、 「ホ— ソ— ン」 の 文 「コル リツ ヂ」 の 詩 中 

に 入るべき 人物の 謂に あらず、 われ 手 を 振り 目 を 揺 か 

して、 而も 其の 何の 故に 手 を 振り 目 を 揺 かすか を 知ら 

ず、 因果の 大法 を 蔑 にし、 自己の 意思 を 離れ、 卒然 

として 起り、 驀地に 来る もの を si ふ、 世俗 之 を 名 づけ 



き いかん 

必ずしも 棊を 能くせ ざる を 如何せん、 自ら 知る の 明 あ 

すく 

る もの 寡な しと は 世間に て 云 ふ 事な リ、 われ は 人間に 

自 知の 明な き 事 を 断言 せんとす、 之 を 「ポ —」 に 聞く、 

、-- は 

曰く、 功名 眼前に あり、 人々 何ぞ 直ちに 自己の 胸臆 を 

おも ひ 

叙して 思 ひの ま、 を 言 はざる、 去れ ど 人 ありて 思 の 

ま、 と とく の 

儘 を 書かん として 筆 を 執れば、 筆 忽ち 禿し、 紙 を展ぶ 

はう せい かよ つば 

れば紙 忽ち 縮む、 芳声 嘉誉の 手に 唾して 得らるべき を 

なんび と ちゅうちょ 

知りながら、 何人も 蹰躇 して 果たさざる は是が 為な 

あ - 一 

リと、 人豈 自ら 知ら ざらん や、 「ポ —」 の 言 を 反覆 熟読 

せば、 思 半ばに 過ぎん、 蓋し 人 は 夢を見る ものな り、 

思 ひも 寄らぬ 夢を見る ものな リ、 覚めて 後 冷汗 背 に 



任ずる のみ、 若し 海 嘯 地震 を 以て 人 意に あらず とせば、 

此盲 動的 動作 亦 必ず 人 意に あら じ、 人 を 殺す もの は 死 

すと は 天下の 定法な リ、 され ども 自ら 死 を 決して 人 

すく せま はくじん ひらめ せつな 

を 殺す もの は 寡な し、 呼 息逼リ 白刃 閃く 此 刹那、 既に 

身 ある を 知らず、 焉んぞ 敵 ある を 知らん や、 電光 影裡 

き は 

に 春風 を斫る もの は、 人 意 か将た 天意 か 

らう ほ ひと めいし かさう せき 

青 門老圃 独り 一室の 中に 坐し、 冥思遐 捜す、 両頰赤 

を 発し 火の 如く、 喉 間咯々 声 あるに 至る、 稿 を 属し 日 

あた 

を 積ま ざれば 出で ず、 思 を 構 ふるの 時に 方って 大苦ぁ 

る ものの 如し、 既に 来れば 則ち 大喜、 衣を牽 き、 床 を 

遶 りて 狂 呼す、 「バ— ンス」 詩 を 作りて 河 上に 徘徊.. す、 



まと 

定む るに 足らず、 人生 は 一 個の 理窟に 纏め 得る ものに 

あらず して、 小説 は 一 個の 理窟 を 暗示す るに 過ぎざる 

以上 は、 「サイン」 「コ サイン」 を 使用して 三角形の 高 

さ を 測る と 一 般 なり、 吾人の 心中に は 底な き 三角形 あ 

り、 二 辺 並行せ る 三角形 ある を 奈何 せん、 若し 人生が 

数学的に 説明し 得るならば、 若し 与 へられた る 材料よ 

り X なる 人生が 発見 せらる ゝ ならば、 若し 人間が 人間 

の 主宰た る を 得るならば、 若し 詩人 文人 小説家が 記載 

せる 人生の 外に 人生な くんば、 人生 は 余程 便利に して、 

人間 は 余程 えらき ものな り、 不測の 変 外界に 起り、 思 

ひがけぬ 心 は 心の底より 出で 来る、 容赦な く且 乱暴に 



出で 来る、 海 嘯と 震災 は、 啻に 三 陸と 濃 尾に 起る のみ 

たんでん けんのん かな 

にあらず、 亦 自家 三寸の 丹田 中に ぁリ、 険 呑なる 哉 

(明治 二十 九 年 十月、 第五 高等学校 『竜 南 会 雑誌』) 
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